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子ども・子育て支援新制度が始まります
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　　　　　人吉市の財政事情
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ひ
と

よ
し

で
輝

く
人

ピ
ン
ク
の
法
被
と
笑
顔
が
ト
レ
ー
ド

マ
ー
ク
。
市
内
の
旅
館
や
ホ
テ
ル
の

女お
か
み将

で
つ
く
る
人
吉
温
泉
女
将
の
会
「
さ
く

ら
会
」
が
結
成
20
周
年
を
迎
え
た
。
会
の
結

成
は
平
成
６
年
10
月
１
日
。
九
州
自
動
車
道

全
線
開
通
を
目
前
に
控
え
、「
人
吉
市
は
通

過
点
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」
と

い
う
危
機
感
か
ら
、
女
性
目
線
で
人
吉
温
泉

の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
結
成
し
た
。

　

９
月
に
行
わ
れ
た
記
念
祝
賀
会
で
、
同
会

の
富
田
会
長
は「
走
り
続
け
た
20
年
で
し
た
」

と
振
り
返
っ
た
。
全
国
各
地
で
人
吉
温
泉
の

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に
も

数
多
く
出
演
。
化
粧
水
や
和
タ
オ
ル
、
焼
酎

な
ど
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
、
１
０
０
年

前
を
再
現
し
た
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
人
吉
」

や
「
人
吉
球
磨
は
、ひ
な
ま
つ
り
」
で
の
「
母

か
ら
娘
へ
、
娘
か
ら
母
へ
の
手
紙
コ
ン
ク
ー

ル
」
と
い
っ
た
企
画
な
ど
、
こ
れ
ま
で
行
っ

た
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
活
動
を
見
れ
ば
納

得
の
言
葉
だ
。

　
「
誰
か
が
ア
イ
デ
ア
を
出
す
と
、
誰
か
が

的
確
に
ア
ド
バ
イ
ス
。
す
ぐ
に
決
ま
っ
て
行

動
に
移
り
ま
す
。
私
た
ち
の
職
場
で
は
毎
日

い
ろ
ん
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
が
、
女
将
は

そ
の
場
で
結
論
を
出
し
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
仕
事
。
だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
」
と
富
田

会
長
。
企
画
力
と
行
動
力
の
秘
密
は
そ
こ
に

あ
る
。
ま
た
「
み
ん
な
が
親
友
」
と
い
う
ほ

ど
の
仲
の
よ
さ
が
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
源
だ
。

　

会
の
名
前
の
由
来
は
「
誰
も
が
知
っ
て
い

る
桜
の
よ
う
に
、
み
ん
な
に
愛
さ
れ
た
い
」

と
の
思
い
か
ら
。
こ
れ
か
ら
も
ピ
ン
ク
の
法

被
姿
で
各
地
を
飛
び
回
り
、
桜
の
花
を
咲
か

せ
て
い
く
。

結成 20 周年を迎えた

人吉温泉女将の会 さくら会
さくらかい
平成６年10月１日結成。市内の旅館やホテルな
どの女性12人で組織する女将会。人吉温泉活性
化のため、女性目線でのＰＲ活動や観光客のお
もてなし、商品開発、催しの企画、情報発信な
どさまざまな取り組みを行う。月１回の集まり
を含め、頻繁に顔を合わせるそう。近年は若女
将も活動に加わり、その意志を引き継いでいる。

予測できない大規模災害に備えて
　
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に

備
え
、
８
月
31
日
に
市
役
所
別
館
駐
車
場

で
、
大
規
模
地
震
を
想
定
し
た
人
吉
市
総

合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。訓
練
に
は
、

東
間
校
区
の
住
民
の
方
や
人
吉
下
球
磨
消

防
組
合
、自
衛
隊
な
ど
関
係
団
体
が
参
加
。

　
「
人
吉
盆
地
南
縁
断
層
」
付
近
を
震
源

と
す
る
震
度
６
弱
の
地
震
が
発
生
し
、
家

屋
倒
壊
や
火
事
、
交
通
事
故
が
起
き
た
と

想
定
し
て
訓
練
開
始
。
住
民
の
避
難
や
、

消
防
署
員
と
消
防
団
員
に
よ
る
負
傷
者
の

搬
送
、
同
署
員
や
自
衛
隊
員
に
よ
る
倒
壊

家
屋
か
ら
の
救
助
な
ど
、
本
番
さ
な
が
ら

の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム

「
Ｄデ

ィ
ー
マ
ッ
ト

Ｍ
Ａ
Ｔ
」
に
よ
る
負
傷
者
治
療
の
優

先
度
を
選
別
す
る
ト
リ
ア
ー
ジ
や
、
地
元

町
内
会
女
性
部
に
よ
る
炊
き
出
し
も
実

施
。
関
係
機
関
が
連
携
し
な
が
ら
、
的
確

な
対
応
を
し
て
い
ま
し
た
。

消防署員と自衛隊員が倒壊した家屋から負傷者を救出（上）／東間校
区町内の女性部の皆さんが炊き出しとして200食分のカレーを作り、
避難した住民に配りました（下右）／自衛隊の車両展示もあり、参加
者や来場者が乗車を体験（下左）
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「
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
」

の
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
・
ワ
イ
ル

ド
ウ
オ
ー
タ
ー
競
技
が
９
月
11
日

～
14
日
の
４
日
間
、
中
川
原
公
園

を
メ
ー
ン
と
す
る
球
磨
川
特
設
カ

ヌ
ー
競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
長
崎
県
内
に
同
競
技
が
で
き

る
適
地
が
な
い
た
め
、
県
外
開
催

競
技
と
し
て
人
吉
市
で
開
催
。

　

急
流
を
一
気
に
下
る
ワ
イ
ル
ド

ウ
オ
ー
タ
ー
に
は
、
熊
本
県
代
表

と
し
て
人
吉
市
の
大
瀬
修
平
選

手
と
多
喜
田
友ゆ

か香
選
手
が
出
場
。

１
５
０
０
㍍
で
は
大
瀬
選
手
が
６

位
入
賞
、
多
喜
田
選
手
が
惜
し
く

も
入
賞
を
逃
す
９
位
。
ス
プ
リ
ン

ト
で
は
大
瀬
選
手
が
４
位
、
多
喜

田
選
手
が
８
位
と
、
見
事
ア
ベ
ッ

ク
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

写真１＿大瀬・多喜田両選手を鼓舞する垂れ幕。　写真２＿各県の選手にエールを贈るのぼり
は、子どもたちの手書きによるもの。　写真３＿メーン会場では、つぼん汁の無料振る舞いで
全国の選手や関係者らをおもてなし。　写真４＿下りと上りのゲートを、パドルをうまく使っ
て触れないように通過するスラローム競技。　写真５・６＿ワイルドウオータースプリントで
見事８位入賞を果たした多喜田選手。国体出場６回目で初の表彰台に笑顔。　写真７＿流れの
激しい川を一気にこぎ下るワイルドウオーター競技。中川原公園の観覧席から声援が届く。　
写真８＿水しぶきを上げながらゲートを通過！　写真９＿「大瀬選手がんばれ！」横断幕を掲
げ、旗を振って応援する市内の小学生。　写真 10 ＿応援にも力が入る。　写真 11・12 ＿ゴー
ルはもうすぐ。力を振り絞るワイルドウオーターの選手たち。　写真 13 ＿体を反らしてゲー
トすれすれを攻める！　写真 14 ＿ゴールに突き進む大瀬選手。国体での入賞はなんと 32 回に。

カヌースラローム・カヌーワイルドウオーター　フォトリポート
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ハラール市場ニーズ調査事業（総務費）　　
　　 　 　　　　　　　　　  602万円
　ハラール市場のニーズ調査や
国内在住ムスリムのモニターツ
アー、市内事業者向けのセミナ
ーを開催して貴重な情報を取得
し、今後の事業の展開を図るこ
とができるようになりました。

歳　

入

　
歳
入
で
は
、
国
庫
支
出
金
や
地
方

債
な
ど
が
前
年
度
よ
り
増
加
し
、
地

方
交
付
税
や
繰
入
金
な
ど
が
減
少
し

ま
し
た
。

　

地
方
債
は
、
学
校
施
設
環
境
改
善

交
付
金
事
業
な
ど
に
伴
い
前
年
度
に

比
べ
約
３
㌫
（
約
４
５
３
５
万
円
）

増
え
て
い
ま
す
。

　

市
税
は
、
住
民
税
が
大
幅
な
減
収

と
な
り
ま
し
が
、
固
定
資
産
税
や
た

ば
こ
税
が
大
幅
な
増
収
と
な
っ
た
た

め
、
前
年
度
と
比
べ
て
横
ば
い
で
し

た
。

　

地
方
交
付
税
は
、
税
源
移
譲
に

よ
る
た
ば
こ
税
の
増
に
伴
い
、
前

年
度
に
比
べ
約
２
・
６
㌫
（
約
１
億 

１
０
６
９
万
円
）
減
少
し
ま
し
た
。

人吉市の財政事情

158億

市税（23.0％）
36億6,189万1千円

その他
【使用料など】
　  （9.1％）

地方交付税（30.7％）
48億7,366万4千円

国庫支出金
（17.5％）
27億7,782万
                7千円

県支出金（7.0％）
11億1,818万6千円

市債（9.3％）
14億8,414万4千円

その他【交付金など】（3.4％）
5億4,389万5千円

9,276万3千円

歳 入

自
主

財

源

32

依

存

財

源

％

67.9 ％

154億
188万円

歳 出

民生費（38.4％）
59億1,762万4千円

教育費（11.3％）
17億3,265万8千円

衛生費（10.8％）
16億6,463万3千円

総務費（10.7％）
16億5,353万7千円

公債費（9.4％）
14億4,936万9千円

消防費（3.6％）
5億5,136万3千円

土木費（9.4％）
14億5,542万2千円

農林水産業費（2.6％）
3億9,742万6千円

商工費（2.0％）3億564万5千円

その他【労働費・議会費など】（1.8％）2億7,420万3千円

14億3,320万
                6千円

1
・

　人吉市の平成25年度の決算がまとまりました。市がどのくらいのお金を収入し、どのように使っ
たのか、普通会計を中心に報告します。また、この決算をもとに作成した市の財政状況を併せて説
明します。平成25年度決算は市議会の決算特別委員会で審議され、認定されることになります。

民 生 費　子どもや高齢者などの福祉サービスに使
　　　　　　　うお金
教 育 費　小・中学校の管理運営や生涯学習など
　　　　　　　に使うお金
衛 生 費　健康診断やごみ処理などに使うお金
総 務 費　庁舎の維持管理、税の徴収、選挙など、
　　　　　　  市の全般的な運営管理に使うお金
公 債 費　市の借金（市債）を返済するお金
土 木 費　道路や橋、河川、公営住宅などの整    
                         備や維持管理に使うお金
消 防 費　消防組合への負担金や消防団の運営
　　　　　　  など、防災活動に使うお金 
農 林 水 産 業 費　農業・林業の振興のために使うお金
商 工 費　商工業や観光の振興のために使うお金

用語説明➋

小学校プール改修事業（教育費）　　　　
　　　　　　　　 ３億6,864万円
　人吉西小、東間小、中原小に
あるプールは築40年以上を経過
し老朽化していたため、改築を
行い、児童が安心して快適に利
用することができるようになり
ました。

老人福祉センター改修事業（民生費）　　
　　　　　　　　　　 　　6,039万円
　老朽化した施設の改修と基
礎強化のための耐震化対策、
省エネ空調設備やＬＥＤ照明
を導入したエコ対策を行い、
利用者の安全性の確保と利便
性・快適性を向上しました。

平成 25 年度の
主な事業

平成25年度

普通会計決算状況

　

平
成
25
年
度
普
通
会
計
歳
入
額

は
１
５
８
億
９
２
７
６
万
３
千

円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て

２
億
５
０
９
６
万
７
千
円
の
増
。
歳

出
額
は
１
５
４
億
１
８
８
万
円
で
、

前
年
度
よ
り
２
億
８
７
０
９
万
１
千

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
歳
出

差
し
引
き
額
は
４
億
９
０
８
８
万

３
千
円
の
プ
ラ
ス
で
、
前
年
度
に
比

べ
３
６
１
２
万
４
千
円
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

　

人
吉
市
の
平
成
25
年
度
普
通
会
計

の
歳
入
・
歳
出
の
状
況
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

人
吉
市
の
自
主
財
源
（
市
税
や
使

用
料
、
手
数
料
な
ど
市
が
自
主
的
に

確
保
で
き
る
財
源
）
は
歳
入
全
体
の

約
32
㌫
し
か
な
く
、
依
然
と
し
て
国

か
ら
の
地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存
財

源
に
頼
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

歳　

出

　
歳
出
で
は
、
前
年
度
に
比
べ
土
木

費
、
教
育
費
な
ど
が
増
加
し
、
衛
生

費
、
商
工
費
、
消
防
費
な
ど
が
減
少

し
ま
し
た
。

　

土
木
費
は
、
国
の
経
済
対
策
に
よ

る
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業

の
増
加
で
前
年
度
に
比
べ
約
54
・
５

㌫
（
約
５
億
１
３
６
７
万
円
）
増
加
。

　

教
育
費
は
、
学
校
施
設
環
境
改
善

交
付
金
事
業
や
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

改
修
事
業
な
ど
で
前
年
度
に
比
べ
約

42
㌫
（
約
５
億
１
４
７
万
円
）
増
加

し
ま
し
た
。

　

衛
生
費
は
、
一
部
事
務
組
合
負
担

金
や
各
種
検
診
委
託
料
な
ど
の
減

額
で
前
年
度
に
比
べ
約
７
㌫
（
約

１
億
３
１
３
９
万
円
）
減
少
。

　

商
工
費
は
、
中
小
企
業
貸
付
預
託

金
の
減
額
に
伴
い
、
前
年
度
に
比
べ

約
26
㌫
（
約
１
億
８
４
０
万
円
）
減

少
し
ま
し
た
。

　

消
防
費
は
、
防
災
行
政
無
線
整
備

事
業
費
の
減
額
に
伴
い
、
前
年
に
比

べ
約
47
㌫（
約
４
億
９
８
５
０
万
円
）

減
少
し
ま
し
た
。

自 主 財 源　市町村が自ら確保できる財源。財政  
                         の安定性を示す一つの尺度
依 存 財 源　国や県の意思決定に基づいて配分され
　　　　　　  る財源
市 税　市民税・固定資産税・軽自動車税など、  
                        市民や事業所から納められる税金
地 方 交 付 税　行政サービスをどの自治体で受けても  
                        同水準になるように、国が自治体の財 
                        政状況に応じて配分するお金
国 庫 支 出 金　特定の事業を行うため国から交付され  
                         るお金
市 債　公共事業などの財源として借り入れる 
                        お金
県 支 出 金　特定の事業を行うため県から交付され   
                         るお金

用語説明➊

特 集

特 集 人吉市の財政事情

              主にこのような事業に　　　　                           
お金を使いました。
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健
全
化
判
断
比
率
で
見
る

人
吉
の
財
政
状
況

　
健
全
化
判
断
比
率
と
は
、
地
方

自
治
体
の
財
政
状
況
が
ど
の
水
準

に
あ
る
か
を
示
す
も
の
で
す
。
➊

実
質
赤
字
比
率
、
➋
連
結
実
質
赤

字
比
率
、
➌
実
質
公
債
費
比
率
、

➍
将
来
負
担
比
率
の
４
つ
が
あ

り
、
数
値
が
低
い
ほ
ど
財
政
状
況

が
し
っ
か
り
し
た
状
態
で
あ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

逆
に
こ
れ
ら
が
「
早
期
健
全
化

基
準
」
と
よ
ば
れ
る
黄
信
号
ラ
イ

ン
を
上
回
る
と
、「
財
政
状
態
が

健
全
で
は
な
い
」
と
判
断
さ
れ
、

健
全
化
に
向
け
た
計
画
の
作
成
な

ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

❶
実
質
赤
字
比
率
・
❷
連
結

実
質
赤
字
比
率

　
実
質
赤
字
比
率
は
一
般
会
計
な

ど
の
赤
字
の
程
度
を
表
す
も
の
で

す
。
ま
た
、
連
結
実
質
赤
字
比
率

は
一
般
会
計
な
ど
に
、
特
別
会
計

と
公
営
企
業
会
計
を
加
え
た
市
全

体
の
赤
字
の
程
度
を
表
す
も
の
で

す
。
こ
の
２
つ
は
赤
字
が
あ
る
と

き
に
し
か
数
値
が
出
ま
せ
ん
。
も

し
こ
の
２
つ
の
比
率
が
表
れ
た
場

合
は
、
深
刻
な
財
政
状
況
と
い
え

ま
す
。

　

人
吉
市
の
平
成
25
年
度
決
算
は

全
会
計
と
も
赤
字
額
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
両
比
率
と
も
数
値

が
算
出
さ
れ
ず
、
問
題
の
な
い
財

政
状
況
で
し
た
。

❸
実
質
公
債
費
比
率

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
借
入
金

の
返
済
額
な
ど
が
財
政
規
模
に
対

し
て
ど
れ
く
ら
い
か
を
表
し
た
も

の
で
す
。

　

人
吉
市
は
７
・
３
㌫
で
黄
信
号

ラ
イ
ン
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
平
成
24
年
度
よ
り
０
・

８
㌫
減
少
し
、
健
全
な
状
況
と
言

え
ま
す
。

■人吉市の資金不足比率（単位：％）

会　　計　　名 比率 経営健全化基準

水道事業特別会計 −

20.0
公共下水道事業特別会計 −

工業用地造成事業特別会計 −

国民宿舎特別会計 −
※表の中の「–」は資金不足がないことを表します。

※表の中の「–」は実質赤字および連結実質赤字がないことを表します。
（　）内は平成24年度決算に基づく数値を記載しています

■人吉市の健全化判断比率（単位：％）　 　黄信号のライン　赤信号のライン

区　　分
健全化

判断比率
前年度

との比較
早期健全化

基準
財政再生

基準

①実質赤字比率 − − 13.52 20.00
②連結実質赤字比率 − − 18.52 30.00

③実質公債費比率
7.3

（8.1）
△ 0.8 25.0 35.0

④将来負担比率
30.1

（39.9）
△ 9.8 350.0

人
吉
市
の
財
政
状
況
は　

お
お
む
ね
健
全

　

以
上
の
結
果
か
ら
、
平
成
25
年

度
決
算
か
ら
見
た
人
吉
市
の
財
政

状
況
は
、
お
お
む
ね
健
全
な
状
態

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
こ
の
結
果

に
安
心
す
る
こ
と
な
く
、
今
後
も

財
政
状
況
が
悪
化
し
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

※
人
吉
市
の
詳
し
い
財
政
状
況
に

つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

市
企
画
財
政
課
で
ご
覧
い
た
た
け

ま
す
。

問
合
せ 

市
企
画
財
政
課
財
政
係

（
☎
�
２
１
１
１  

内
線
２
１
３
１
）

財政の健全性
　地方自治体の財政状況が正常でしっかりした状態であるかどうかを確認するための物差しとして「健全化判断比率」
と「資金不足比率」があります。最後に、人吉市の平成25年度決算に基づく健全化判断比率と資金不足比率を見て
みましょう。

❹
将
来
負
担
比
率

　

将
来
負
担
比
率
は
、
借
入
金
の

返
済
額
な
ど
、
市
が
将
来
支
払
う

負
債
が
財
政
規
模
に
対
し
て
ど
れ

く
ら
い
か
を
表
す
も
の
で
す
。
こ

の
数
値
は
、
単
純
に
現
状
を
計
る

の
で
は
な
く
、
将
来
を
見
据
え
た

財
政
運
営
の
指
針
と
し
て
と
ら
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

人
吉
市
は
30
・
１
㌫
で
平
24
年

度
よ
り
９
・
８
㌫
減
少
し
て
い
ま

す
。
こ
の
数
値
も
黄
信
号
ラ
イ
ン

を
大
き
く
下
回
り
、
健
全
な
状
態

と
言
え
ま
す
。
し
か
し
、
今
後
借

入
金
に
頼
っ
た
事
業
を
拡
大
さ
せ

る
と
、
こ
の
比
率
を
悪
化
さ
せ
る

こ
と
に
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。

資
金
不
足
比
率
で
見
る　

人
吉
の
財
政
状
況

　
資
金
不
足
比
率
は
、
上
水
道
事

業
な
ど
の
公
営
企
業
の
資
金
不
足

が
あ
る
場
合
、
そ
の
不
足
額
が
事

業
規
模
に
対
し
て
ど
れ
く
ら
い
か

を
表
し
た
も
の
で
、
不
足
額
が
な

い
場
合
算
出
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の

比
率
が
高
く
な
る
ほ
ど
公
営
企
業

の
経
営
状
態
に
問
題
が
あ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

人
吉
市
に
は
４
つ
の
公
営
企
業

が
あ
り
ま
す
が
、
す
べ
て
資
金
不

足
額
は
な
い
た
め
数
値
は
算
出
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

市ホームページ　http://www.city.hitoyoshi.lg.jp/

ひとよし家の家計簿
〜もしも、人吉市が月収 30 万円の家庭だったら〜

収　入
給料（市税） ６万9,100円

パート収入（使用料など） １万900円

親からの援助（地方交付税、補助金など）17万5,900円

銀行からの借り入れ（市債） ２万8,000円

預金の引き出し（基金繰入金） 700円

繰越（前年度からの繰越金） １万円

雑収入（諸収入、寄付金など） 5,400円

合　計 30万円

支　出
食費（人件費） ４万5,800円

医療費（扶助費） ７万2,900円

借金返済（公債費） ２万7,400円

子どもへの仕送り（繰出金） ３万2,100円

公共料金・生活用品など（物件費） ２万7,700円

友達への援助（補助費等・貸付金など） ４万700円

家の修繕・改築など（投資的経費など） ４万1,400円

預金（積立金） 3,000円

合　計 29万1,000円

ひ
と
よ
し
家
の
家
計
は 

　
　
　
　
　
　

  

親
だ
の
み
！

　
ひ
と
よ
し
家
の
月
収
30
万
円
の

う
ち
、
給
料
・
パ
ー
ト
収
入
な

ど
自
分
で
稼
い
で
き
た
も
の
は
、

10
万
円
（
収
入
の
３
分
の
１
）
に

も
届
き
ま
せ
ん
。
収
入
の
６
割
以

上
を
、
親
か
ら
の
援
助
や
借
金
に

頼
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
は
、

長
年
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

支
出
額
29
万
１
千
円
の
う
ち
、

生
活
す
る
た
め
に
必
ず
必
要
と
な

る
食
費
・
医
療
費
・
借
金
返
済
な

ど
（
＝
義
務
的
経
費
）
は
、
支
出
額

の
50
㌫
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
割
合
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
家
庭
で
自
由
に
使
え
る
お
金

が
少
な
く
な
り
ま
す
。
借
金
返
済

額
は
２
万
７
４
０
０
円
で
支
出
額

の
約
10
㌫
と
な
り
、
今
の
と
こ
ろ

低
い
水
準
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

ひ
と
よ
し
家
は
働
く
人
の
数
が

減
り
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
た

め
、
給
料
（
＝
市
税
）
の
収
入
は

減
り
、
医
療
費
（
＝
扶
助
費
）
の

支
出
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
食
費
（
＝
人

件
費
）
や
家
の
修
繕
（
＝
公
共
工

事
）
な
ど
の
経
費
を
抑
え
な
が
ら

や
り
く
り
し
て
き
ま
し
た
。

　

ひ
と
よ
し
家
の
み
ん
な
が
健
康

で
笑
顔
で
暮
ら
す
た
め
に
、
今
後

も
そ
う
い
っ
た
努
力
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

　平成25年度の人吉市の財政状況を分かりやすくお伝えするため、月収が30万円の「ひとよし家」の一月の家計簿
に置き換えてみました。（決算額を30万円に置き換えて計算しています）

食費（15.7％）

子どもへの仕送り
（11.0％）

借金返済
（9.4％）

友達への援助
（14.0％） 医療費（25.1％）

家の修繕・改築など
（14.2％）

預金（1.0％）

公共料金・生活用品など
（9.6％）

給料（23.1％）

パート収入（3.6％）

繰越（3.4％）
預金の引き出し

（0.2％）
銀行からの借り入れ

（9.3％）

親からの援助（58.6％）

雑収入（1.8％）

特 集 人吉市の財政事情
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人
吉
球
磨
に
残
る
民
謡
を
後
世
に

伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
球
磨

の
民
謡
全
国
選
手
権
大
会
」
が
、
９

月
６
・
７
日
に
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
１
日
目
は
、
人
吉
球
磨
の

民
謡
全
て
を
対
象
に
民
謡
大
会
を
開

催
。
２
日
目
は
球
磨
川
舟
唄
の
み
の

大
会
を
開
催
し
、
延
べ
４
５
０
人
を

超
え
る
歌
い
手
が
自
慢
の
の
ど
を
競

い
ま
し
た
。
総
合
優
勝
は
、
民
謡
大

会
が
合
志
市
の
田
尻
香
織
さ
ん
、
舟

唄
大
会
が
熊
本
市
の
中
山
康
子
さ

ん
。２
人
は
民
謡
大
使
に
任
命
さ
れ
、

今
後
１
年
間
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
出

演
す
る
予
定
で
す
。

民謡大会の総合優勝決定戦に挑む各部門の優勝者

民謡の里で歌声を競う
第２回球磨の民謡全国選手権大会

　
「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
」
を
運
動
の
基
本
に
、
９
月
21

～
30
日
に
「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
で
９
月
22

日
に
行
わ
れ
た
出
発
式
に
は
、
市
内

各
団
体
が
参
加
。
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
永
田
進
さ
ん
と
人
吉
幼
児
交

通
安
全
ム
ー
ミ
ン
ク
ラ
ブ
の
立
山
利

紗
さ
ん
が
「
事
故
の
な
い
明
る
い
地

域
社
会
実
現
の
た
め
、
率
先
し
て
安

全
行
動
を
と
る
」
と
交
通
安
全
宣

言
。
そ
の
後
、
警
察
車
両
や
交
通
指

導
車
が
田
中
市
長
の
号
令
で
啓
発
パ

ト
ロ
ー
ル
に
出
発
。
期
間
中
、
市
内

で
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

交通安全宣言を行う永田さん（左）と立山さん

交通事故死“ゼロ”を目指して
「秋の全国交通安全運動」人吉市出発式

　

相
良
三
十
三
観
音
秋
の
一
斉
開
帳

に
合
わ
せ
た
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大

会
が
９
月
21
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
人
吉
市
と
山
江
村
、
相

良
村
を
巡
る
17
㌔
㍍
、
市
内
を
巡
る

12
㌔
㍍
と
６
㌔
㍍
の
３
コ
ー
ス
で
実

施
。
参
加
者
は
札
所
に
着
く
と
観
音

様
に
手
を
合
わ
せ
、
漬
物
や
お
茶
な

ど
の
接
待
を
受
け
て
疲
れ
を
癒
す
と

次
の
札
所
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い
ま

し
た
。
宮
崎
県
小
林
市
か
ら
26
人
で

参
加
し
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
は
「
疲
れ
た
体
に
お
茶
の
接

待
が
あ
り
が
た
く
、
ス
タ
ッ
フ
の
対

応
も
い
い
で
す
ね
。
ま
た
参
加
し
た

い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

お参りを済ませ、次の札所を目指して歩く参加者

健康願って観音様巡り
第３回相良三十三観音めぐり健康ウオーク

　

人
間
国
宝
の
筝
曲
家
・
六
代 

山や
ま
せ勢
松し

ょ
う
い
ん
韻
さ
ん
の
人
吉
公
演
を
９
月

20
日
に
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で
開
催

し
ま
し
た
。
演
奏
の
前
に
山
勢
さ
ん

は
「
歌
い
な
が
ら
演
奏
す
る
山
田
流

の
筝
曲
を
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
」

と
あ
い
さ
つ
。

　

地
元
の
筝
曲
団
体
の
演
奏
に
続

き
、
山
勢
さ
ん
は
門
下
生
ら
と
筝
曲

を
披
露
。
最
後
は
地
元
団
体
と
共
演

し
、
息
の
合
っ
た
音
色
を
響
か
せ
ま

し
た
。
鑑
賞
し
た
人
吉
高
校
１
年
の

沢
田
紗さ

や

か
彩
花
さ
ん
は
、「
音
楽
の
授

業
で
箏
を
弾
い
て
い
る
が
、
本
物
の

技
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
く
ら
い

す
ご
か
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

地元団体と共演する山勢さん（中央）

秋の夜に人間国宝の調べが響く
人間国宝　六代 山勢松韻人吉公演

　

９
月
９
日
の
「
救
急
の
日
」
を
前

に
、
人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
で
９
月

７
日
に
救
急
フ
ェ
ア
２
０
１
４
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
ロ
ー

プ
渡
過
体
験
や
放
水
体
験
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

体
験
に
挑
戦
。
は
し
ご
車
乗
車
体
験

で
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
安
全
ベ
ル
ト

を
装
着
し
た
子
ど
も
た
ち
が
は
し
ご

車
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
乗
り
込
み
、
消

防
士
気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
地
元
児
童
の

和
太
鼓
演
奏
や
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
・

郷き
ょ
う
ゆ
う
せ
ん
き

熊
戦
煌
ジ
ュ
グ
リ
ッ
タ
ー
の

シ
ョ
ー
な
ど
が
あ
り
、
会
場
は
多
く

の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ドキドキした子どもたちを乗せ、はしご車が上昇開始

消防士気分になれたかな
救急フェア2014

　

９
月
10
日
の
「
下
水
道
の
日
」
を

前
に
、
市
内
の
建
設
業
・
管
工
事
業

者
で
つ
く
る
人
吉
市
下
水
道
排
水
設

備
組
合
と
市
水
道
局
は
、
９
月
３
日

に
人
吉
浄
水
苑
で
下
水
道
の
日
出
発

式
を
行
い
ま
し
た
。

　

出
発
式
で
は
あ
い
さ
つ
の
後
、
組

合
員
と
水
道
局
職
員
が
班
に
分
か

れ
、
未
水
洗
化
世
帯
へ
の
水
洗
化
促

進
Ｐ
Ｒ
と
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

の
適
切
な
下
水
道
利
用
の
啓
発
、
道

路
危
険
箇
所
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
出

発
。
道
路
危
険
箇
所
パ
ト
ロ
ー
ル
班

は
市
内
の
道
路
を
巡
回
し
、
過
去
の

下
水
道
工
事
が
原
因
と
思
わ
れ
る
道

路
の
陥
没
な
ど
を
補
修
し
ま
し
た
。

道路の陥没を補修する道路危険箇所パトロール班

下水道の整備で快適な生活を
第54回下水道の日

山口くんの言葉に笑顔でうなずく敬老者たち

　

９
月
15
日
の
「
敬
老
の
日
」
に
合

わ
せ
、
各
町
内
で
高
齢
者
の
長
寿
を

祝
う
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
間
上
町
で
同
日
に
開
催
さ
れ
た

敬
老
会
で
は
、
町
内
敬
老
者
の
紹
介

の
後
、喜
寿
（
77
歳
）・
米
寿
（
88
歳
）・

卒
寿
（
90
歳
）
を
迎
え
た
方
を
表
彰
。

地
元
児
童
を
代
表
し
て
東
間
小
６
年

の
山
口
翔
平
く
ん
が
「
登
下
校
時
の

見
守
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
均
寿
命
以
上
に
末
永
く
元
気
に
健

康
な
毎
日
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
そ

の
後
は
町
内
住
民
に
よ
る
演
芸
会
が

あ
り
、
会
場
は
笑
顔
と
拍
手
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

これからも元気に健康な毎日を
西間上町敬老会

　

人
吉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
創

立
50
周
年
を
迎
え
、
８
月
30
日
に
カ

ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で
記
念
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
同
連
合
会
は
地
域

ご
と
に
作
る
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
を
束

ね
る
組
織
で
、
昭
和
39
年
に
創
立
。

　

式
典
で
は
、
大
竹
前
会
長
を
は
じ

め
功
労
者
を
表
彰
。
三
倉
会
長
が

「
50
周
年
を
機
に
会
員
を
増
や
し
、

地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
老
人
ク

ラ
ブ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
」
と
会
員

拡
大
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。そ
の
後
、

ス
テ
ー
ジ
で
は
各
校
区
の
演
芸
や
タ

レ
ン
ト
の
大
田
黒
浩
一
さ
ん
が
率
い

る
劇
団
「
き
ゃ
あ
」
の
舞
台
が
あ
り
、

会
場
を
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

功労者表彰を受ける大竹前会長

50周年を機に会員拡大目指す
人吉市老人クラブ連合会創立50周年記念大会
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来年度の保育所入所申し込み受付は11月４日（火）からスタート！
　仕事をしているなどの理由で保育ができ
ず、保育所への入所を希望する方は、申込書
に必要書類を添えて入所を希望する保育所に
提出してください。申込書は、市福祉課（市
役所１階⑤番窓口）か各保育所にあります。
求職中でも条件付きで申し込みできます。詳
しくはお問い合わせください。

申込書配布開始日　11 月４日（火）
添付書類　就労証明書（自営業や農業の方は

民生委員からの証明書）や出産予
定証明書など

　　　　　※１月２日以降に市外から転入され
た方は平成 26 年度所得・課税証
明書が必要です。

　　　　　※申請理由によって添付する書類
が異なります。詳しくは申込書と
一緒にお渡しする「入所申し込み
のてびき」をご覧ください。

申込期限　平成 27 年１月 13 日（火）
問  合  せ　市福祉課児童福祉係
　　　　　（☎２２– ２１１１  内線１１４６）

　　　【市内認可保育所一覧】
①昼間 園名 定員 所在地 電話番号

あいだ保育園 90 東間上町2789 ㉒４５４２
泉田保育園 90 北泉田町223-1 ㉒５８４６
おこば保育園 50 大畑町3999-2 ㉓０５０４
こばと保育園 90 瓦屋町1776-1 ㉔４１５２
さざなみ保育園 90 下戸越町1632-1 ㉒５５１９
せん月保育園 90 矢黒町1602-1 ㉔３２９２
善隣保育園 120 瓦屋町1106 ㉒３５７３
中原保育園 130 下原田町1168 ㉒５７９５
林保育園 70 下林町271-4 ㉒５８９１
人吉乳児保育園 70 田町34-1 ㉒３９５１
蓬莱保育園 100 土手町５ ㉒２４５８
みどり保育園 120 願成寺町956 ㉒２８６４
ひまわり保育園 60 瓦屋町1848 ㉓５３９６

　　　　保育時間《基　　本》月～土曜日＝午前７時～午後６時
　　　　　　　　  《延長保育》平日＝午後７時まで

②夜間 園名 定員 所在地 電話番号
ひまわり保育園 20 瓦屋町1848 ㉓５３９６

　　　　保育時間《基　　本》月～土曜日＝午前11時～午後10時
　　　　　　　　  《延長保育》月～土曜日＝午前７時～午前11時

子ども・子育て支援新
・ ・ ・

制度が始まります

　安心して子育てができ、全ての子どもたちが笑顔で成長できる社会を目指して、平成24年８月に「子ども・子育
て関連３法（子ども・子育て支援法、認定こども園法の一部を改正する法律、関係法律の整備等に関する法律）」が
成立しました。これらの法律に基づき平成27年４月から「子ども・子育て支援新制度」がスタートします。

　① 幼稚園と保育所両方の機能を持つ ｢認定こども園｣ の普及を図ります。
　② 保育の場を増やして待機児童を減らし、子育てしやすく働きやすい社会にします。
　③ 幼児期の学校教育や保育、地域のさまざまな子育て支援の量を拡充し質を向上します。
　④ 子どもが減ってきている地域の子育てもしっかり支援します。

｢量｣ と ｢質｣ の両面から、効果的な子ども・子育て支援を目指します！

新制度の目的

人吉市の現在までの取り組み
　人吉市では、平成27年４月の新制度スタートに向けてこれまでにさまざまな取り組みを行っています。
　① ニーズ調査
　　 市内の０歳から小学６年生までの子どもがいる2,230世帯に調査票を配布し、934世帯から子育てに関するアン
　　ケート調査に協力いただきました。
　② 子ども・子育て会議の設置
　　 委員15人で人吉市の子育てを考え、ニーズにあった「子ども・子育て支援事業計画」になるよう話し合っています。

施設の利用方法が変わります
　新制度がスタートすると、幼稚園（新制度に移行する幼稚園）と保育所の利用方法が変わります。利用する場合は、
市に申請して保育の必要性や必要量などに関する３つの区分の認定を受けてもらいます。その後、認定内容を記載し
た「支給認定証」を発行。保護者は認定内容に応じて、幼稚園、保育所、認定こども園などの中から、それぞれのニー
ズにあった施設を利用します。

３つの認定区分
１号認定　教育標準時間認定
満３歳以上の子どもで幼稚園での教育を希望する場合

２号認定　満３歳以上・保育認定
満３歳以上の子どもで保護者の就労などで保育が必要な場合

３号認定　満３歳未満・保育認定
満３歳未満の子どもで保護者の就労などで保育が必要な場合

保育・教育施設の利用内容
施設 これまで 平成 27 年度から（新制度）

幼
稚
園

保
育
料

施設が設定（利用者全てが同額）
※別に入園料、就園奨励費あり

新制度に移行する幼稚園は、利用者の所得に応じて市が設定

新制度に移行しない幼稚園は、これまでと同様

申
込
方
法

希望する園に直接申し込む
これまでと同様
※新制度に移行する幼稚園は、申し込み時に「支給認定」の
　申請が必要です。

保
育
所

保
育
料

利用者の所得に応じて市が設定 これまでと同様

申
込
方
法

希望する保育所に直接申し込む 市または希望する保育所に申し込む
※申し込み時に「支給認定」の申請が必要です。

保
育
時
間

最大 11 時間

保護者の就労状況に応じて２つの区分に認定
① 保育標準時間（11 時間まで利用可）※フルタイムの就労
② 保育短時間（８時間まで利用可）※パートタイムの就労
※保育所が設定した保育時間を超えると延長保育になります。

認定
こども園 　　ー 利用内容は保育所と同様

問合せ　市福祉課児童福祉係（☎２２−２１１１  内線１１４６）

平成 27 年 4 月から

子育て支援新制度の保育・教育施設と認定区分

施設 子どもの年齢 認定区分

幼稚園 ３〜５歳 １号

保育所 ０〜５歳 ２・３号

認定こども園
０〜５歳

（園により異なる）
１・２・３号
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八代 段 坂本 葉木 鎌瀬 瀬戸石 海路 吉尾 白石 球泉洞

植
村

大
隅
横
川

栗
野

吉
松

真
幸

矢
岳

大
畑

人
吉

西
人
吉

渡

那
良
口

霧
島
温
泉

嘉
例
川

中
福
良

表
木
山

日
当
山

隼
人

一勝地

元気! 100歳

名　前 性別 年　齢 住　所 名　前 性別 年　齢 住　所 名　前 性別 年　齢 住　所
前 田 　 ハ ナ 女 105 歳 下 林 増 田 　 桐 女 100 歳 大　工 愛甲　ミツ子 女 100 歳 鶴 田
茂田　ヨシ子 女 104 歳 大畑麓 楢木　シマノ 女 100 歳 下原田瓜生田 木 下 　 與 三 男 100 歳 北泉田
牛嶋　シヅエ 女 104 歳 紺 屋 鶴 下 　 ス キ 女 100 歳 鹿 目 上 平　テル 女 99 歳 鬼 木
牛塚　ハツエ 女 103 歳 瓦 屋 田 端 　 シ カ 女 100 歳 西間下 塩 杉 　 ス ヨ 女 99 歳 土 手
木 村 　 幸 女 102 歳 相　良 淺香　ミツコ 女 100 歳 寺 藤 　ハツエ 女 99 歳 寺
坂 口 　 ユ リ 女 102 歳 寺 樋口　カツエ 女 100 歳 瓦 屋 荒毛　サツキ 女 99 歳 下原田荒毛
平 川 　 ヨ 子 女 101 歳 大畑麓 村　九州男 男 100 歳 南泉田 春 口 　 ミ ツ 女 99 歳 願成寺
植田　マツ子 女 101 歳 願成寺 絹 笠 　 房 江 女 100 歳 北泉田 中島　マスエ 女 99 歳 下原田瓜生田
川元　アヤ子 女 101 歳 上田代 弘 男 100 歳 下薩摩瀬
永 田 　 チ ヱ 女 100 歳 東間下 山 口 　 節 子 女 100 歳 蟹 作

■人吉市内の100歳以上の皆さん（敬称略。年齢は平成 26 年９月 25 日現在。今年度末 100 歳到達者含む）

上
か み か た ひ ら

平　テル さん
（鬼木町・大正３年12月20日生・99歳）

鹿
児
島
県
伊
佐
市
で
生
ま
れ

育
っ
た
上

平
テ
ル
さ
ん
は
、

縁
が
あ
っ
て
16
年
前
に
家
族
と
と
も

に
人
吉
へ
。「
人
吉
は
本
当
に
い
い

と
こ
ろ
。
来
て
よ
か
っ
た
で
す
」
と

話
し
ま
す
。

　

テ
ル
さ
ん
は
手
先
が
と
て
も
器

用
。
洋
服
を
自
分
の
好
き
な
よ
う
に

リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
り
大
好
き
な
花
の

世
話
を
し
た
り
と
、
手
先
を
動
か
す

の
が
元
気
の
秘
訣
。
ま
た
、
新
聞
は

眼
鏡
な
し
で
読
み
、
全
部
に
目
を
通

す
の
が
日
課
だ
そ
う
で
す
。

　

戦
争
で
ご
主
人
を
亡
く
し
、
３
人

の
子
ど
も
を
育
て
な
が
ら
１
人
で
田

畑
を
守
っ
て
き
た
テ
ル
さ
ん
。「
と

て
も
苦
労
し
ま
し
た
」
と
当
時
を
振

り
返
り
ま
す
が
、
今
で
は
12
人
の
ひ

孫
に
会
う
の
が
な
に
よ
り
楽
し
み
だ

そ
う
で
す
。

　今年度、人吉市では新たに 10 人が 100 歳を迎え、100 歳以上の方は
28 人に。今回はその中から木下さんと上　平さんのお 2 人に元気の秘

ひ け つ

訣
を聞きました。（年齢は９月 25 日現在）

７
月
に
１
０
０
歳
を
迎
え
た
、

北
泉
田
町
の
木
下
與
三
さ
ん
。

現
役
時
代
は
技
術
家
庭
の
教
師
を
し

て
い
て
、
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
優
し

い
先
生
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
今
も
い

つ
も
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
。
ジ
ョ
ー
ク
が

好
き
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
を
面

白
く
話
し
て
周
り
の
人
も
笑
顔
に
し

ま
す
。

　

長
寿
の
秘
訣
は
、好
き
嫌
い
せ
ず
、

腹
八
分
の
量
を
よ
く
か
ん
で
食
べ
る

こ
と
。
ま
た
、
適
度
な
お
酒
も
元
気

の
源
。
若
い
こ
ろ
か
ら
球
磨
焼
酎
が

好
き
で
、
今
も
少
し
の
量
を
ゆ
っ
く

り
楽
し
む
そ
う
で
す
。

　

１
０
０
歳
を
迎
え
た
喜
び
を
「
最

高
に
う
れ
し
い
。
こ
れ
ま
で
通
り
の

生
活
を
続
け
ま
す
が
、
ど
こ
か
旅
行

に
行
き
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

木
き の し た

下　與
よ ぞ う

三 さん
（北泉田町・大正３年７月15日生・100歳）

世 界 遺 産 へ
肥薩線、世界遺産への道―。

vol.25

地域の宝・肥薩線を世界へ―。
100年の歴史を持つ肥薩線の鉄道遺産を紹介します。

　

肥
薩
線
の
八
代
～
人
吉
間
の
開

通
は
明
治
41
年
６
月
１
日
で
す

が
、
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
11
年
前
の

明
治
29
年
11
月
21
日
、
当
時
ま
だ

私
鉄
だ
っ
た
九
州
鉄
道
が
敷
設
し

た
門
司
（
現
門
司
港
）
～
八
代
間

の
開
通
に
合
わ
せ
、
八
代
駅
が
開

業
し
ま
し
た
。
た
だ
、
当
時
の
八

代
駅
は
現
在
の
場
所
で
は
な
く
、

八
代
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
近
く
の

出
町
公
園
辺
り
に
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
国
は
鹿
児
島
ま
で
鉄

道
の
南
進
ル
ー
ト
を
決
定
。
九
州

鉄
道
は
国
有
化
さ
れ
、
肥
薩
線
の

工
事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
八
代
～

人
吉
間
が
開
通
し
た
と
き
に
駅
舎

は
現
在
の
場
所
へ
。
そ
れ
ま
で
の

駅
舎
は
「
球
磨
川
荷に
あ
つ
か
い
じ
ょ

扱
所
」
と
な

り
貨
物
専
用
駅
と
し
て
利
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
昭
和
20
年
に
八

代
駅
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

記
録
を
残
す
た
め
、
出
町
公
園
に

は
歴
史
を
記
し
た
パ
ネ
ル
と
鹿
児

島
本
線
と
肥
薩
線
を
走
っ
た
蒸
気

機
関
車
「
Ｃ
５
７
１
６
９
号
」
の

動
輪
が
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
八
代
～
人
吉
間
の
開
通

時
点
で
は
新
駅
の
建
設
が
間
に
合

わ
ず
仮
設
の
駅
舎
で
営
業
を
開
始

し
、
３
年
後
の
明
治
44
年
に
現
在

の
基
と
な
る
駅
舎
が
完
成
し
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
１
０
０
年
を
超

え
る
時
の
流
れ
の
中
で
、
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
増
改
築
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
開
業

当
時
の
木
造
駅
舎
の
面
影
は
な

く
、
外
観
は
新
建
材
で
覆
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
建
設
当

時
の
構
造
の
ま
ま
で
す
。
ホ
ー
ム

上う
わ
や屋
の
支
柱
や
跨こ

せ
ん
き
ょ
う

線
橋
の
梁は

り

な
ど

に
は
、
九
州
鉄
道
時
代
に
敷
か
れ

て
い
た
１
㍍
当
た
り
の
重
さ
が
30

㌔
㌘
の
古
レ
ー
ル
が
使
用
さ
れ
て

い
て
、
八
幡
製
鉄
や
ド
イ
ツ
の

テ
ィ
ッ
セ
ン
社
、
ア
メ
リ
カ
の
テ

ネ
シ
ー
社
の
マ
ー
ク
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

昭
和
２
年
に
は
海
岸
線
が
開
通

し
鹿
児
島
本
線
と
な
り
ま
す
が
、

本
線
と
肥
薩
線
の
分
岐
駅
と
し
て

八
代
駅
の
役
割
と
重
要
性
は
ま
す

ま
す
高
ま
り
発
展
し
ま
し
た
。

　

１
番
ホ
ー
ム
に
は
肥
薩
線
の
起

点
を
示
す
三
角
柱（
キ
ロ
ポ
ス
ト
）

が
あ
り
、
肥
薩
線
１
２
４
・
２
㌔

㍍
の
始
ま
り
の
駅
と
な
っ
て
い
ま

す
。

肥
薩
線
１
２
４
キ
ロ
の

旅
が
始
ま
る
起
点
の
駅

市自治振興課肥薩線世界遺産推進室（☎22-2111内線2221）

D51復活運行に向けた署名にご協力ください！詳しくはこちら→　肥薩線を未来へつなぐ協議会ホームページ　http://www.hisatsusen.com/

八代駅

▲肥薩線の０（ゼロ）起
点を示す三角柱
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情報ひろば
あなたの暮らしに役立つ情報をお届けします

市役所（代表） ☎22−２１１１
カルチャーパレス ☎24−３３１１ スポーツパレス ☎22−１６８８ 水 道 局 ☎22−５４９７
保 健 セ ン タ ー ☎24−８４２０ 石 野 公 園 ☎22−６７００ 人吉城歴史館 ☎22−２３２４

お
知
ら
せ

毎
月
第
1
日
曜
日
は

「
家
庭
の
日
」

難
病
の
方
が
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
対
象
に

児
童
手
当
（
10
月
期
）

振
り
込
み
は
10
月
７
日
㈫
で
す

　

10
月
期
（
６
月
～
９
月
分
）
の

児
童
手
当
は
、
10
月
７
日
㈫
に
指

定
さ
れ
た
金
融
機
関
の
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
。

　

現
況
届
を
提
出
し
て
い
な
い
方

や
、
保
険
証
の
写
し
・
所
得
証
明

書
な
ど
の
添
付
書
類
が
不
足
し
て

い
る
方
に
は
支
払
い
が
で
き
ま
せ

ん
。
至
急
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

市
福
祉
課
児
童
福
祉
係

第61回 
人 吉 球 磨 総 合 美 展

　作者一人一人が技巧を凝らして、美を創造・
表現した作品を展示します。芸術の秋を堪能
してみませんか？
期 日　10月11日(土) ～ 16日(木)
時 間　午前９時～午後５時※11日は午前
               10時30分～、16日は～午後４時
場 所　スポーツパレス
入場料　無料
内 容　一般公募の入賞・入選作品、会員・
　　　　会友の作品、生徒作品の展示

熊
本
県
人
権
教
育
研
究
大
会

人
吉
球
磨
大
会

犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射（
追
加
実
施
）

　

平
成
25
年
4
月
に
障
害
者
総
合

支
援
法
が
施
行
さ
れ
、
難
病
の
方

が
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
対

象
に
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
者
は
身
体
障
害
者
手
帳
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
、
必
要
と
認
め

ら
れ
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

対
象
者　

対
象
疾
患
（
１
３
０
疾

患
）
に
よ
る
障
害
が
あ
る
方

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス　

障
が
い
者（
児
）　

障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
、
相
談
支
援
、
補
装
具
、
地

域
生
活
支
援
事
業

障
が
い
児　

障
害
児
通
所
支
援
、

障
害
児
入
所
支
援

申
請
方
法　

対
象
の
病
気
に
か

か
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
証
明

書(

診
断
書
や
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
な
ど)

を
お
持
ち
に
な
り
、

市
福
祉
課
障
が
い
者
支
援
係
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
福
祉
課
障
が
い
者
支

援
係

　

県
で
は
、
毎
月
第
１
日
曜
日
を

「
家
庭
の
日
」
と
し
、
健
全
で
明

る
い
家
庭
づ
く
り
運
動
を
進
め
て

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は

届
け
出
が
必
要
で
す

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
の
売
買

な
ど
を
し
た
と
き
は
、
契
約
後
に

権
利
取
得
者(

買
い
主)

が
届
け
出

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

届
け
出
の
必
要
な
取
引

売
買
、
交
換
、
売
買
予
約
、
譲
渡

担
保
、
代
物
弁
済
な
ど

届
け
出
の
必
要
な
土
地
の
面
積

○
都
市
計
画
区
域(

市
街
化
区
域)

　

=

２
千
平
方
㍍
以
上

○
そ
れ
以
外
の
都
市
計
画
区
域
＝

　

5
千
平
方
㍍
以
上

○
都
市
計
画
区
域
外
＝
１
万
平
方

　

㍍
以
上

届
け
出
期
限　

契
約(

予
約
を
含

む)

締
結
日
か
ら
2
週
間
以
内(

締

結
日
を
含
む)

届
け
出
窓
口　

土
地
の
所
在
す
る

市
町
村
の
国
土
利
用
計
画
法
担
当

課
（
人
吉
市
は
企
画
財
政
課
）

問
合
せ　

市
企
画
財
政
課
企
画

政
策
係
、
県
地
域
振
興
課(

☎

０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
１
８
１)

商
店
な
ど
の
計
量
器
は

定
期
検
査
を
忘
れ
ず
に

　

取
り
引
き
や
証
明
に
使
用
す
る

計
量
器
は
２
年
に
１
回
の
定
期
検

査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

対
象
の
計
量
器
を
お
持
ち
の
方

は
受
検
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所

○
10
月
21
日
㈫　

午
前
９
時
～
午

　

後
4
時
＝
人
吉
球
磨
能
力
開
発

　

セ
ン
タ
ー

○
10
月
22
日
㈬　

午
前
9
時
～
午

　

後
4
時
＝
東
西
コ
ミ
セ
ン

○
10
月
23
日
㈭　

午
前
9
時
～
午

　

後
2
時
30
分
＝
勤
労
青
少
年
ホ

　

ー
ム

手
数
料　

１
台
当
た
り
５
０
０
円

～
２
２
０
０
円

検
査
対
象
計
量
器

○
商
店
な
ど
で
商
品
の
売
買
に
使

　

用
す
る
は
か
り

○
病
院
、
薬
局
な
ど
で
使
用
す
る

　

調
剤
用
の
は
か
り

○
学
校
、
病
院
、
保
育
園
な
ど
で

　

使
用
す
る
体
重
測
定
用
の
は
か

　

り
○
農
協
、
漁
協
な
ど
流
通
物
資
の

　

集
荷
、
出
荷
に
使
用
す
る
は
か

　

り
○
宅
配
な
ど
運
送
業
者
が
貨
物
の

　

運
賃
算
出
用
に
使
用
す
る
は
か

　

り
○
農
業
、
漁
業
な
ど
の
生
産
者
が

　

生
産
物
の
売
買
に
使
用
す
る
は

　

か
り

問
合
せ　

熊
本
県
計
量
協
会
（
☎

０
９
６
‐
３
６
７
‐
７
８
１
６
）、

熊
本
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
計
量

検
定
グ
ル
ー
プ
（
☎
０
９
６
‐

３
６
９
‐
２
１
５
１
）　

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
（
猟
犬
・

室
内
犬
含
む
全
て
の
犬
）
は
、「
登

録
と
予
防
注
射
の
接
種
」
が
法
律

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

だ
犬
の
登
録
を
し
て
い
な
い
方
や

予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
て
い
な
い

方
は
、
必
ず
ど
れ
か
の
会
場
で
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
犬
の
死
亡
、
所
有
者
・

住
所
の
変
更
な
ど
も
必
ず
市
環
境

課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日　

10
月
26
日
㈰

※
大
雨
な
ど
の
場
合
は
中
止
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

料
金　

予
防
注
射
３
１
５
０
円
、

新
規
登
録
３
千
円

問
合
せ　

市
環
境
課
環
境
衛
生
係

　

10
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
に
、
ス

ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
、
カ
ル
チ
ャ
ー
パ

レ
ス
、
人
吉
西
小
学
校
、
第
一
中

学
校
、
第
三
中
学
校
な
ど
人
吉
球

磨
の
18
会
場
で
、「
熊
本
県
人
権

教
育
研
究
大
会
人
吉
球
磨
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

県
内
各
地
か
ら
約
３
千
人
が
参

加
し
ま
す
の
で
、
人
吉
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
か
ら
各
会
場
ま
で
は
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

熊
本
県
人
権
教
育
研
究

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
市
社

会
教
育
課
内
）

土
砂
災
害
危
険
箇
所
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
！

　

大
雨
な
ど
で
土
砂
災
害
が
起
こ

る
可
能
性
が
あ
る
「
土
砂
災
害
危

険
箇
所
等
」
が
市
内
に
２
０
４
カ

所
あ
り
ま
す
。
自
宅
周
辺
の
危
険

箇
所
を
確
認
し
、
も
し
も
の
と
き

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
「
土
砂
災
害
危
険
箇
所
等
」
の

詳
し
い
地
図
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
る
人
吉
市
災
害

避
難
地
図
（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
防
災
安
全
課
防
災
安

全
係

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
人
吉
市
災

害
避
難
地
図
」　http://w

w
w

.
city.h

ito
yo

sh
i.lg

.jp
/q

/
aview

/108/894.htm
l

時　間 場　所

大畑コミセン ９:30 〜 10:00

東間コミセン 10:15 〜 10:35

市 役 所 別 館 10:50 〜 11:30

西瀬コミセン 13:30 〜 14:00

中原コミセン横広場 14:15 〜 14:45

東西コミセン 15:00 〜 15:30

農地公売会を開催します
日時／ 11月５日㈬ 午前10時30分〜

会場／熊本県総合庁舎４階会議室（熊本市中央区南千反畑４-33）

人吉市赤池水無町字川原田1293番　田（土地）1,389㎡
見積額　42万円

※その他、県・市町から10件以上の不動産を公売予定です。

　入札に参加される方は10月10日（金）までに市農業委員会(市役
所別館１階）へ「買受適格証明書」の交付願いをしてください。
　「買受適格証明書」が無い方は入札に参加できません。
入札時、公売保証金が必要となります（落札できなかった場合には、
保証金は返金します）。詳しくはお問い合わせください。
問合せ　市納税課納税係
　　　　（☎２２－２１１１ 内線１１６２・１１６４）

公売物件

※公売前に滞納税を完納された場合には、公売
　を中止することがあります。

い
ま
す
。

　

家
族
そ
ろ
っ
て
話
し
合
う
な
ど

の
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
現
在
、
月
1
回
は
一
家
団
ら
ん

の
日
を
持
ち
、
家
庭
づ
く
り
の

き
っ
か
け
と
す
る
の
が
こ
の
運
動

の
狙
い
で
す
。
す
て
き
な
過
ご
し

方
を
家
族
み
ん
な
で
話
し
合
い
、

楽
し
い
１
日
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

市
社
会
教
育
課
生
涯
学

習
係

問合せ　カルチャーパレス
（☎２２－２１１１ 内線６６１４）

公売地

●人吉球磨
　クリーンプラザ
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「
イ
ク
メ
ン
講
座
」
で

子
育
て
力
ア
ッ
プ
！

求
職
者
の
た
め
の
職
業
訓
練

講
座
・
教
室

　

九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
が
あ
な
た
の
ま
ち
へ
出
張

し
ま
す
。
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

10
月
17
日
㈮

時
間　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
所　

合
ノ
原
公
民
館

テ
ー
マ　

秋
の
散
歩

対
象　

お
お
む
ね
３
歳
未
満
の
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者

申
込
期
限　

10
月
14
日
㈫

申
込
・
問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎
　

９
５
６
６
）

く
ま
し
え
ん
祭ま

つ
り

※CP：カルチャーパレス、SP：スポーツパレス

10
月
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

１
㈬
広
報
配
布

２
㈭
〝
か
が
や
き
〟
づ
く
り
ト
ー
ク
（
田

町
学
習
セ
ン
タ
ー
）

３
㈮
金
婚
夫
婦
表
彰
式
（
ホ
テ
ル
サ
ン

人
吉
）、
人
吉
城
歴
史
館
特
別
展

「
明
治
・
大
正
時
代
の
人
吉
七
町
」

（
～
12
月
７
日
）

4
㈯
第
５
回
ひ
と
よ
し
歌
謡
祭
（
CP
）

５
㈰

６
㈪

７
㈫
〝
か
が
や
き
〟
づ
く
り
ト
ー
ク
（
新

町
町
内
会
館
）

８
㈬

９
㈭
お
く
ん
ち
祭
神
幸
式
（
青
井
阿
蘇
神

社
）、
市
内
小
中
学
校
休
業
日
、
人

吉
城
歴
史
館
親
子
無
料
開
放
（
11

～
13
日
）

10
㈮

11
㈯
「
Ｓ
Ｌ
人
吉
」
親
子
教
室
（
人
吉
駅
、

～
13
日
）、
第
61
回
人
吉
球
磨
総
合

美
展
（
SP
、
～
16
日
）、
灯
り
と
森

の
音
楽
祭
（
人
吉
城
跡
）

12
㈰
古
墳
あ
な
ぽ
こ
探
検
隊
（
大
村
横
穴

群
）、
第
11
回
ウ
ン
ス
ン
カ
ル
タ
大
会

（
鍛
冶
屋
町
通
り
）

13
㈪
体
育
の
日

14
㈫

15
㈬
広
報
配
布

16
㈭

17
㈮

18
㈯
熊
本
県
人
権
教
育
研
究
大
会(

SP
ほ

か
、
～
19
日
）

19
㈰
第
３
回
と
っ
て
お
き
の
音
楽
祭
in
ひ

と
よ
し
、
１
０
０
円
商
店
街
（
中
心

市
街
地
）

20
㈪

21
㈫

22
㈬

23
㈭
〝
か
が
や
き
〟
づ
く
り
ト
ー
ク
（
大

工
町
会
館
）

24
㈮

25
㈯
お
庭
御
覧
（
市
内
一
円
）、
Ｋ
ｉ
Ｌ

ａ
マ
ジ
ッ
ク
＆
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
（
CP
）

26
㈰
大
村
横
穴
群
現
地
説
明
会

27
㈪

28
㈫

29
㈬

30
㈭

31
㈮

健　
　

康

風
し
ん
抗
体
検
査
が

無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

相　
　

談

推
薦
し
て
く
だ
さ
い

商
工
業
優
良
従
業
員
表
彰

催 

し 

物

国
指
定
史
跡
大
村
横
穴
群

現
地
説
明
会

　

大
村
横
穴
群
は
装
飾
が
あ
る
横

穴
墓
と
し
て
日
本
最
南
端
に
位
置

し
ま
す
。
横
穴
墓
と
は
何
か
、
何

期
日　

10
月
26
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
30
分
～

場
所　

県
立
球
磨
支
援
学
校

(

球
磨
郡
多
良
木
町
多
良
木

４
２
１
７)

内
容　

小
学
部
の
遊
び
場
開
放
、

中
学
部
・
高
学
部
の
作
業
製
品
販

売
、
バ
ザ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
な

ど問
合
せ　

県
立
球
磨
支
援
学
校

（
☎

３
７
９
２
）

募
　
　
集

人
吉
・
球
磨
人
権
川
柳

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　

人
権
問
題
が
身
近
に
あ
る
こ
と

を
知
ら
せ
、
そ
れ
を
明
る
く
前
向

き
に
と
ら
え
る
川
柳
を
募
集
し
ま

す
。

応
募
方
法　

は
が
き
に
作
品
（
３

点
ま
で
）・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
し
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。
フ
ァ
ク
ス
で
も
応
募
で

き
ま
す
。

申
込
期
限　

10
月
31
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

熊
本
地
方
法

務
局
人
吉
支
局
人
権
川
柳
係

（
〒
８
６
８
‐
０
０
５
７　

土
手

町
36
‐
１
、
☎
㉒
３
３
９
３
、
℻

㉔
３
６
６
７
）

青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

開
発
途
上
国
へ
の
技
術
協
力
や

人
材
育
成
を
行
う
「
青
年
海
外
協

力
隊
」（
満
20
～
39
歳
）、「
シ
ニ

ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」（
満
40

～
69
歳
）
の
秋
募
集
を
実
施
し
ま

す
。
募
集
に
合
わ
せ
「
体
験
談
＆

説
明
会
」
も
開
催
し
ま
す
。

募
集
期
限　

11
月
４
日
㈫

体
験
談
＆
説
明
会

日
時　

10
月
18
日
㈯　

午
前
10
時

～場
所　

熊
本
市
国
際
交
流
会
館

問
合
せ　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
（
☎

０
９
３
‐
６
７
１
‐
８
２
０
５
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.

jica.go.jp　

　

市
で
は
、
商
・
工
業
、
サ
ー
ビ

ス
業
を
営
む
中
小
企
業
の
優
良
従

業
員
の
方
を
表
彰
し
ま
す
。　
　

　

表
彰
資
格
に
当
て
は
ま
る
方
を

雇
用
し
て
い
る
事
業
所
は
、
ぜ
ひ

推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。
表
彰
状
と

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

表
彰
資
格

①
同
一
事
業
所
に
35
年
以
上
勤
務

　

す
る
優
良
従
業
員
で
あ
る
こ
と

②
年
齢
50
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

③
事
業
所
か
ら
推
薦
が
あ
る
こ
と

推
薦
締
切　

10
月
15
日
㈬

表
彰
日　

11
月
27
日
㈭

問
合
せ　

市
商
工
振
興
課
商
工
係

の
た
め
に
装
飾
を
施
し
た
の
か
な

ど
を
学
芸
員
が
説
明
し
ま
す
。

　

普
段
、
何
気
な
く
通
り
過
ぎ
て

い
る
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
い
た

だ
き
、
横
穴
群
の
魅
力
に
触
れ
て

み
ま
せ
ん
か
？

期
日　

10
月
26
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

（
随
時
解
説
）

場
所　

国
指
定
史
跡
大
村
横
穴
群

（
城
本
町
：
人
吉
駅
裏
手
）

参
加
費　

無
料

※
現
地
集
合
解
散
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

市
歴
史
遺
産
課

「
お
で
か
け
九
ち
ゃ
ん
」
に

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

　

お
父
さ
ん
の
た
め
の
子
育
て
講

座
で
す
。

期
日　

10
月
26
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
室

テ
ー
マ　

ク
ッ
キ
ン
グ
パ
パ

対
象
者　

０
～
５
歳
の
乳
幼
児
と

保
護
者

定
員　

10
組
程
度
（
要
予
約
）

申
込
期
限　

10
月
20
日
㈪

申
込
・
問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎　

９
５
６
６
）

内
容　

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
・
簿

記
基
礎
科

対
象　

失
業
中
の
方

受
講
料　

無
料
（
要
件
を
満
た
せ

ば
職
業
訓
練
給
付
金
を
受
け
ら
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

募
集
期
限　

10
月
24
日
㈮

※
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

を
経
て
、
受
講
申
し
込
み
の
手
続

き
を
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、

募
集
中
の
職
業
訓
練
が
あ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

球
磨
公
共
職
業

安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
球
磨
）

（
☎
㉔
８
６
０
９
）　

　

昨
年
、
風
し
ん
が
大
流
行
し
ま

し
た
が
、
妊
娠
期
間
の
前
半
（
20

週
頃
ま
で
）
に
妊
婦
が
風
し
ん
に

感
染
す
る
と
、
目
や
耳
、
心
臓
な

ど
に
障
が
い
が
あ
る
赤
ち
ゃ
ん
が

生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

（
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
）。
そ
の

た
め
、
妊
娠
・
出
産
を
考
え
て
い

る
女
性
は
特
に
、
風
し
ん
の
予
防

が
大
切
で
す
。

　

県
で
は
、
無
料
の
風
し
ん
抗
体

検
査
を
行
い
ま
す
。
検
査
で
は
風

し
ん
に
対
す
る
免
疫
（
抗
体
）
を

持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
調
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
そ
の

　

配
偶
者
な
ど
の
同
居
者

②
風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
（
H

　

Ｉ
抗
体
検
査
で
16
倍
以
下
）
妊

　

婦
の
配
偶
者
な
ど
の
同
居
者

※
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
方
、
風
し
ん
の
予
防
接

種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
、
風

し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
方

を
除
く
。

期
限　

平
成
27
年
２
月
28
日
㈯

申
込　

人
吉
保
健
所

問
合
せ　

人
吉
保
健
所　
（
☎
㉒

３
１
０
７
）、
市
保
健
セ
ン
タ
ー

母
子
保
健
係

風
し
ん
予
防
接
種
の

費
用
を
助
成
し
ま
す

　

市
で
は
、
先
天
性
風
し
ん
症
候

群
を
予
防
す
る
た
め
、
県
が
行
う

風
し
ん
抗
体
検
査
で
予
防
接
種
が

必
要
と
判
断
さ
れ
た
方
に
対
し

て
、
予
防
接
種
費
用
の
一
部
か
全

額
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

①
県
が
実
施
す
る
風
し
ん
抗
体
検

　

査
を
受
け
、
予
防
接
種
が
必
要

　

と
判
断
さ
れ
た
方

②
過
去
に
受
け
た
風
し
ん
抗
体
検

　

査
で
Ｈ
Ｉ
抗
体
価
が
16
倍
以
下

　

相
当
だ
っ
た
方
で
、
妊
娠
を
希

　

望
す
る
方

期
限　

平
成
27
年
３
月
31
日
㈫

助
成
の
方
法　

医
療
機
関
窓
口
で

接
種
料
を
支
払
い
、
そ
の
後
市
保

健
セ
ン
タ
ー
に
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。
請
求
す
る
と
き
の
必
要
書
類

な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

市
保
健
セ
ン

タ
ー
母
子
保
健
係

消
費
生
活
な
ん
で
も
相
談
会

～
日
曜
日
の
相
談
会
～

　

あ
ら
ゆ
る
お
困
り
ご
と
に
対
し

相
談
を
受
け
ま
す
。
臨
床
心
理
士

に
よ
る
「
心
の
相
談
」
も
あ
り
ま

す
。

期
日　

10
月
19
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

※
予
約
は
不
要
で
す
が
、
予
約
が

あ
れ
ば
優
先
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
市
市
民
課
く
ら
し
安
心
相
談
係
）

やまぐちマタニティ

検査内容　○マンモグラフィー（5,000円）
定　　員　10人
申込・問合せ　やまぐちマタニティ 
　　　　　　　(☎２４－２７３８）

球磨郡公立多良木病院企業団
健診センター「コスモ」

検査内容  ○マンモグラフィー　 （4,115円）
　　　　　○乳腺・甲状腺エコー（3,602円）
　　　　　○マンモグラフィー＆乳腺・甲状
　　　　　　 腺 エ コ ー …………… （6,685円 ）
定　　員　50人
申込・問合せ　球磨郡公立多良木病院企業団健
　　　　　　　診センター「コスモ」
 　　　　　　  (☎４２－２４１０）

日曜日に乳がん検査を
受けませんか？ 10月19日

期  日

※事前予約が必要です。
※マンモグラフィー無料クーポン券が使えます。
※検査は女性技師が対応します。
※詳しくは実施機関にお問い合わせください。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
75
歳
以
上
の

方
が
対
象
の「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

の
仕
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

はい、こちら

消費生活
センター

です
人吉市消費生活センター
☎２２– ２１１１  内線 1215・1216

Consumption life center

応募・問合せ
〒 868-8601 人吉市麓町 16
総務課秘書広報係
（☎ 22–2111 内線 2208）
電子メール
soumu@city.hitoyoshi.lg.jp

ようこそ としょかんへ！

３歳までの子どもの写真募集中！

この本よかばい！

児童

一般

連絡先を忘れずに

後
期
高
齢
者
医
療

知
っ
て
お
き
た
い
！

問 図書館　☎２４–３５１８

新
刊
案
内 (

９
月
の
新
刊
か
ら)

おじいちゃん、おばあ
ちゃん、いっぱい遊ん
でくれてありがとう☆

ママのお手伝いできる
もん♡

お姉ちゃん大好き♡　
元気いっぱいわんぱく
坊主に成長中～！

光
みつもと

本 祐
ゆういちろう

一郎ちゃん大
おおつか

塚 美
み さ こ

咲子ちゃん中
なかはま

濱 勇
ゆうせい

誠ちゃん

８カ月（鬼木町）３歳（下原田町瓜生田）１歳（浪床町）
平成26年１月４日生平成22年12月25日生平成25年５月２日生
圭助パパ・翔子ママ彰パパ・さやかママ　幸浩パパ・あすかママ

椎名 眞知子／柴田書店

風木 一人／岩崎書店

ぬいぐるみの
おとまりかい

　
東
京
・
代
官
山
の
パ
テ
ィ
ス

リ
ー
「
イ
ル
・
プ
ル
ー
・
シ
ュ

ル
・
ラ
・
セ
ー
ヌ
」
の
お
菓
子

教
室
は
、
初
心
者
で
も
お
い
し

く
作
れ
る
と
好
評
で
す
。
こ
の

本
で
は
、
人
気
の
焼
き
菓
子
と

生
菓
子
の
作
り
方
を
写
真
と
と

も
に
紹
介
。
お
菓
子
づ
く
り
の

ノ
ウ
ハ
ウ
満
載
の
一
冊
で
す
。

　
大
き
な
ぬ
い
ぐ
る
み
を
連
れ

て
図
書
館
に
子
ど
も
た
ち
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
日
は
お

話
会
の
後
、
ぬ
い
ぐ
る
み
を
寝

か
し
つ
け
て
帰
り
ま
す
。
今
夜

は
ぬ
い
ぐ
る
み
だ
け
の
お
泊
ま

り
会
！

　
み
ん
な
す
ぐ
に
毛
布

の
中
へ
。
あ
れ
!?

　
寝
て
い
る

は
ず
の
く
ま
く
ん
が
…
…
。

横山 充男／
ポプラ社

今
月
の
紹
介
者

岩尾 健司さん

上薩摩瀬町

　

主
人
公
・
宗
方
健た
け
るは
、
普
段
は
普

通
の
中
学
生
。
だ
が
、
自
ら
に
危
機

が
訪
れ
た
時
そ
の
力
は
発
動
す
る
。

　

自
分
の
特
別
な
能
力
や
そ
れ
を
取

り
巻
く
人
々
に
翻ほ

ん
ろ
う弄

さ
れ
な
が
ら
、

自
分
自
身
を
見
つ
め
て
い
く
健
の
姿

を
壮
大
に
描
い
た
バ
イ
オ
レ
ン
ス
＆

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
「
幻
狼
神
異
記
」。

　

序
章
か
ら
戦
闘
で
始
ま
る
物
語
で

す
が
、
丁
寧
に
書
か
れ
た
「
静
」
と

躍
動
感
あ
ふ
れ
る
「
動
」
の
シ
ー
ン

が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
次
は
ど
う

な
る
ん
だ
ろ
う
と
常
に
緊
張
感
を

持
っ
て
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
日
本
の
歴
史
を
交
え
な
が
ら
書

か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
話
に
現
実

味
を
持
た
せ
、
と
て
も
面
白
か
っ
た

で
す
。

　

健
に
潜
む
も
の
は
一
体
何
な
の
か
。

そ
れ
は
良
い
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と

も
…
…
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
緊
張
感
を
味
わ
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

幻狼神異記

人吉市図書館
場　所：人吉カルチャーパレス内
開館日：火曜日～日曜日、祝日
開館時間：午前９時～午後５時
休館日：月曜日（祝日に当たる
場合はその翌日）、年末年始（12

月29日～１月３日）
10月の休館日
６日、14日、20日、27日

問 

市
保
険
年
金
課
後
期
高
齢
者
医
療
係 

     (

☎
�
２
１
１
１ 

内
線
１
２
２
５)

　

こ
れ
ま
で
訪
問
販
売
に
関
す
る
具
体
的

な
注
意
事
項
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回

は
大
き
な
観
点
で
捉
え
た
訪
問
販
売
の
注

意
点
を
紹
介
し
ま
す
。

訪
問
販
売
の
主
な
種
類

●
家
庭
訪
問
販
売

●
職
場
訪
問
販
売
（
職
場
責
任
者
の
書
面  

　

承
認
を
受
け
た
場
合
は
除
く
）

●
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
（
喫
茶
店
や
路
上

　

で
の
販
売
）

●
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス

●
Ｓ
Ｆ
（
催
眠
）
商
法

●
展
示
販
売
（
ホ
テ
ル
や
公
民
館
を
借
り

　

て
行
う
展
示
販
売
の
う
ち
、
期
間
や
施

　

設
な
ど
が
店
舗
に
類
似
し
な
い
も
の
）

　
訪
問
販
売
事
業
者
の
義
務

●
事
業
者
名
や
販
売
員
氏
名
の
明
示

●
申
込
書
面
や
契
約
書
面
の
交
付

　
　訪

問
販
売
事
業
者
の
禁
止
事
項

●
断
る
消
費
者
に
勧
誘
を
続
け
た
り
、
再

　

度
訪
問
し
て
勧
誘
し
た
り
す
る
行
為

●
事
実
と
違
う
説
明
や
威
迫

●
販
売
目
的
を
隠
し
、
人
が
出
入
り
し
な

　

い
場
所
に
誘
い
込
ん
で
の
勧
誘

　
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

①
訪
問
時
に
氏
名
や
事
業
者
名
を
名
乗
ら

　

な
い
、
商
品
や
目
的
を
告
げ
な
い
事
業

訪
問
販
売
で
の
注
意
点

　

者
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

②
本
当
に
必
要
か
じ
っ
く
り
考
え
、
少
し

　

で
も
迷
う
時
は
そ
の
場
で
決
め
ず
に
家

　

族
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

③
契
約
を
し
た
ら
書
面
を
受
け
取
り
保
管

　

し
ま
し
ょ
う
。
販
売
員
が
説
明
し
た
内

　

容
が
書
面
に
書
か
れ
て
い
る
か
を
確
認

　

し
、
不
明
・
疑
問
点
は
納
得
す
る
ま
で

　

説
明
を
聞
き
ま
し
ょ
う
。

④
契
約
後
に
必
要
が
な
い
と
思
っ
た
と
き

　

は
契
約
書
面
な
ど
を
よ
く
見
て
、
期
間

　

内
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
を
活
用

　

し
ま
し
ょ
う
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
と
感
じ
、
不
安
に

思
う
事
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
市
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
の

自
己
負
担
の
限
度
額
は
？

　

今
回
は
、
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額

に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
保
険
証
に
は
、
自
己
負
担
割

合
が
３
割
か
１
割
と
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
手
術
し
て
10
日
間
入
院
し
、
医
療
費

が
２
０
０
万
円
か
か
っ
た
場
合
、
本
来
３

割
負
担
な
ら
60
万
円
、
１
割
負
担
な
ら

20
万
円
の
負
担
に
な
り
ま
す
。
こ
の
、
大

き
な
負
担
を
な
く
す
た
め
に
設
け
ら
れ
て

い
る
の
が
「
自
己
負
担
限
度
額
」
で
す
。

　

こ
の
例
で
の
自
己
負
担
限
度
額
は
、
３

割
負
担
の
方
が
月
額
９
万
７
４
３
０
円
、

１
割
負
担
の
一
般
の
方
が
４
万
４
４
０
０

円
と
な
り
ま
す
。
仮
に
再
手
術
が
必
要
と

な
っ
た
と
し
て
も
、
同
月
内
の
治
療
で
あ

れ
ば
追
加
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
病
院

に
保
険
証
を
提
示
す
る
だ
け
で
よ
く
、
特

別
な
手
続
き
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

１
割
負
担
で
、
世
帯
全
員
が
住
民
税
非

課
税
の
方
は
限
度
額
が
さ
ら
に
下
が
り
ま

す
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
は
、
保
険
証
だ

け
で
は
病
院
は
判
断
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
必
要
な
の
が
「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
で
、
交
付
に
は
市

の
窓
口
で
申
請
が
必
要
で
す
。
こ
れ
を

入
院
時
に
提
示
す
る
と
限
度
額
が
月
額

２
万
４
６
０
０
円
か
１
万
５
千
円
に
な
り

ま
す
。

　

こ
の
証
書
を
持
た
ず
に
保
険
証
だ
け
で

入
院
さ
れ
た
場
合
で
も
、
一
旦
限
度
額
の

４
万
４
４
０
０
円
を
支
払
う
と
、
数
カ
月

後
に
「
高
額
療
養
費
」
と
し
て
差
額
分
が

返
っ
て
き
ま
す
。　
　

　

こ
の
「
高
額
療
養
費
」
に
つ
い
て
は
、

次
回
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

第
四
回

自己負担限度額（月額）
負担
割合 所得区分 外来のみ

（個人単位）
外来＋入院

（世帯単位）

３割
現役並み
所得者

44,400円
80,100円＋（医
療費-267,000円
×１％）※

１割
一般 12,000円 44,400円

区分Ⅱ
8,000円

24,600円
区分Ⅰ 15,000円

※過去12カ月以内に限度額を超えた支給が４回以上あっ
　た場合、４回目以降は44,400円となります。
注)入院時の食事代や差額ベッド料などは含まれません。

イル・プルー・シュル・ラ・
セーヌのお菓子教室
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編
集
後
記

人吉市で開催された長崎が
んばらんば国体カヌー競
技。ワイルドウオータース
プリントでは、人吉市の大
瀬選手と多喜田選手がア
ベック入賞でした！

国体カヌー競技で入賞した
大瀬選手と多喜田選手

市長の部屋
ひと好し ちょっといい話

「先手あいさつ明るい笑顔、傘一本お茶一杯運動」を広げましょう

　

今
年
の
梅
雨
は
い
つ
明
け
、
夏

は
い
つ
過
ぎ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

知
ら
ぬ
間
に
秋
の
虫
が
鳴
き
彼
岸

花
が
咲
き
ま
し
た
。
気
候
は
不
順

で
も
季
節
は
ち
ゃ
ん
と
巡
っ
て
く

る
も
の
で
す
ね
。
自
然
の
摂
理
に

感
心
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
地
球
温
暖
化
は
、
確

実
に
世
界
各
地
に
気
候
変
動
と
い

う
形
で
極
め
て
悪
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。
２
０
５
０
年
に
は
、
今

よ
り
想
像
を
絶
す
る
大
規
模
な
自

然
災
害
が
起
こ
る
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
一
人
一
人
が
、

今
で
き
る
温
暖
化
対
策
に
目
を
向

け
て
実
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ご
み
の
減
量
化
、
省

エ
ネ
は
必
須
科
目
で
す
ね
。

　

い
よ
い
よ
10
月
は
実
り
の
秋
を

迎
え
、
く
ん
ち
祭
り
の
神
幸
行
列

が
催
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
日
は
２

年
前
か
ら
「
家
族
の
時
間
」
と
し

て
小
・
中
学
校
は
休
校
に
し
て
い

ま
す
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に

お
願
い
で
す
が
、
ぜ
ひ
子
ど
も
と

一
緒
に
有
給
休
暇
を
お
取
り
い
た

だ
き
、
祭
り
を
お
楽
し
み
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

職
場
の
皆
さ
ん
も
子
ど
も
の
い

る
ご
家
庭
に
は
、
お
休
み
が
取
れ

る
よ
う
ご
配
慮
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
、
家
族

と
過
ご
し
た
お
祭
り
の
楽
し
さ
は

一
生
忘
れ
な
い
も
の
で
す
。
故
郷

の
素
晴
ら
し
い
思
い
出
づ
く
り
を

ご
一
緒
に
作
っ
て
や
ん
も
そ
や
。

編
集
室
か
ら

　

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選

手
が
集
っ
た
「
長
崎
が
ん
ば

ら
ん
ば
国
体
」
の
カ
ヌ
ー
ス

ラ
ロ
ー
ム
・
ワ
イ
ル
ド
ウ

オ
ー
タ
ー
競
技
を
間
近
で
見

て
き
ま
し
た
。

　

ワ
イ
ル
ド
ウ
オ
ー
タ
ー
に

出
場
し
た
人
吉
市
の
大
瀬
選

手
と
多
喜
田
選
手
は
見
事
ア

ベ
ッ
ク
入
賞
！　

自
分
の

レ
ー
ス
の
日
以
外
も
、
大
瀬

選
手
は
競
技
補
助
員
を
務
め

た
教
え
子
た
ち
の
引
率
、
多

喜
田
選
手
は
市
消
防
団
女
性

消
防
隊
と
し
て
会
場
の
警
備

を
行
う
な
ど
、
大
会
を
支
え

る
側
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て

い
ま
し
た
。強
さ
の
秘
密
は
、

そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

11月～平成27年３月 ウオーキングデーのご案内 毎週土曜日はウオーキングデー！
あなたも友だちや家族を誘って参加しませんか？

実施校区 東間校区 東校区 中原校区 西瀬校区 西校区 大畑 ･矢岳校区

集合場所 東間小 人吉東小

11～２月
大柿集落センター

西瀬コミセン

奇数月
村山公園あやめ広場

大畑コミセン
３月

中原コミセン
偶数月

東西コミセン

問合せ 東間コミセン
（☎ 24-3381）

東西コミセン
（☎ 28-3230）

中原コミセン
（☎ 24-1764）

西瀬コミセン
（☎ 22-6934）

東西コミセン
（☎ 28-3230）

大畑コミセン
（☎ 23-0830）

受　付 午前８時 10分～ 午前７時 40分～ 午前８時 10分～ 午前７時 40分～

スタート 午前８時 30分 午前８時 午前８時 30分 午前８時

11 月 １日
(ふれあいウオーキング ) ８日

15日
（西瀬校区歴史探訪ウオーキング）

22日
（大畑校区歴史探訪ウオーキング）

12 月 ６日 13日 20日 27 日 ー

H27.１月 ー 10日 17日 24 日 ー

２月 ７日 14日 21日 28 日

３月 ７日 14日 21日 28 日
※小雨決行。 ※全校区とも保険をかけますので、必ず受け付けをしてください。※小学生以下は保護者同伴で参加してください。※お
住まいの校区に関わらず参加できます。どのコースも徒歩時間は約 1時間です。水筒などは各自で準備してください。※ 参加すると、
きじ馬スタンプ（３ポイント）がたまります。

10月１日から
水痘（水ぼうそう）ワクチンと
高齢者用肺炎球菌ワクチンが
定期予防接種（公費負担）になります

水痘（水ぼうそう）ワクチン 高齢者用肺炎球菌ワクチン

水痘（水ぼうそう）とは　
　

肺炎球菌とは
　

問合せ　市保健センター母子保健係
　（☎２４−８４２０）

問合せ　市高齢者支援課元気・長生き係
　　　　     （☎２２−２１１１ 内線１２３１）

予防接種健康被害救済制度があります
　定期予防接種の副作用が原因で治療が必要になったり生活に支障がでるような障害が残ったりした場合は、
予防接種法に基づく補償を受けることができます。

　水
すいとう

痘帯状疱
ほうしん

疹ウイルスが原因で起こる発疹性の病気
です。空気感染、飛

ひ ま つ

沫感染、接触感染で広がり、潜伏
期間は感染から２週間程度といわれています。
接種対象者　１歳～３歳未満の方
　　　　　　※これまでに水痘にかかった方を除く。
接種回数　２回
　　　　　※これまでに任意（自費）で水痘ワクチン
　　　　　　を接種した回数を含む。
　　　　　※接種スケジュールなどについては医師に
　　　　　　ご相談ください。
経過措置　平成26年度（平成27年３月31日まで）に
　　　　　限り、次の全てに当てはまる方は定期予防
　　　　　接種として１回接種を受けることができま
　　　　　す。
　　　　　○３歳～５歳未満の方
　　　　　○水痘にかかったことがない方
　　　　　○水痘ワクチンを接種したことがない方
個人負担額　無料（全額公費負担）
接種場所　市が指定する医療機関（案内に記載してい
　　　　　ます）
通知方法　対象者には９月下旬から案内を郵送してい
　　　　　ます。

　肺炎球菌はのどや鼻にいる細菌で、成人の肺炎の
25 ～ 40㌫はこの菌が原因となっています。特に高齢
者は重症になりやすく注意が必要です。
接種対象者　① 平成26年度中（平成26年４月１日～
　　　　　　　 平成27年３月31日）に65歳、70歳、
　　　　　　　75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、  
　　　　　　　 100歳、101歳以上になる方
　　　　　　② 60歳以上65歳未満の方で、心臓・腎
　　　　　　　 臓・呼吸器の機能に障害がある方や
　　　　　　　 ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の 
　　　　　　　 機能に障害がある方（身体障害者手
　　　　　　　  帳１級をお持ちの方）
個人負担額　2,700円（医療機関の窓口で接種後支払
　　　　　　い。生活保護世帯員は無料）
接種場所　市が指定する医療機関（案内に記載してい
　　　　　ます）
通知方法　対象者①の方には９月下旬から案内と申込
　　　　　書を郵送しています。対象者②の方はお問
　　　　　い合わせください。
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★特別展記念講演会「時代を彩る正月用引札～その魅力と役割について～」
　  明治・大正時代にチラシや広告として使われた「引

ひきふだ

札」。その歴史や図柄、役割についての講演会です。

　  日　　時　11月２日(日)　午前10時～ 11時30分
　  会　　場　中小企業大学校人吉校　大教室
　  講　　師　京都造形芸術大学非常勤講師・熊

くまくら

倉 一
か ず さ

紗さん
　  募集人数　80人（先着順）
　  募集期間　10月６日(月) ～ 31日(金) ※人吉城歴史館に来館されるか、電話で申し込んでください。

★人吉城歴史館学芸員による展示解説・引札展示会も開催!!
　10月26日(日)、11月16日(日)、12月7日（日）＜午後１時30分～３時(申込不要)＞

人吉城歴史館
午前９時～午後５時（入館は午後4時30分まで）
毎月第２月曜日(祝日の場合はその翌日)
一般200円、団体(20人以上)150円、高校生以下無料
人吉城歴史館(☎２２－２３２４）

開催場所

開館時間

休 館 日

入 館 料

問 合 せ

開催期日


